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2016年11月より「けが」の補償（２０００円～４０００円コース）に

個人賠償保険が自動付帯されました。2018年11月からは支

払限度額を1億円から2億円に増額します。（ただし国外は1億円）

２０１８年９月末までに８０件の事故連絡があり、上記事故形態

で全体の６５％を占めます。

そういえば最近、スマートフォンや携帯電話を見ながらの自転車

のわき見運転が原因による死亡事故のニュースがありましたね。

何となくお子さんの自転車事故が多いと思うかもしれませんが、

実際は大人（高校生以上）の事故の方が多くて、さらに賠償額も

高額になっています。これはスピードが出てしまっていることや自

転車が大きいことなどが要因かと思います。

自転車の運転には子供はもちろんですが、大人も注意が必要で

すね。

スピードの出しすぎと、わき見運転には注意しましょう。

個人賠償責任保険の補償が始まって

もうすぐ２年になります。この２年で事故

受けした内容について説明します。

どんな事故が多いの？

一番多いのはお子さんが起こした事故。

なんと２０件もありました・・・。
（自転車事故5件を含む）

次が飼い犬による事故が１４件、

それと草刈り機による事故も１２件。
（草刈り機による事故ではお支払い対象外も含まれています）

自転車による事故が１１件。
（お子さんが起こした事故5件を含む）


